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福島原子力企業協議会

前田建設工業株式会社

東北支店　福島第一原子力関連土木工事

早春の候、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。日頃より格別のご協力を賜り厚くお礼
申し上げます。
コミュニケーション活動の一環として会員各位の相互理解をより一層深める一方策として、平成
２６年度から企業訪問を開始し、今回で１６回を向かえました。
企業訪問を通じて、会員相互の理解活動に少しでも貢献できればと思います。
今回は３月上旬に前田建設工業さんを訪問しました。皆さんが廃炉に向け現場作業に取り組まれ
ている状況を報告いたします。

協議会訪問
編集後記

今回の発刊に当たり、副所長の高橋様には大変お世
話になりました。前田建設工業さんには、震災後よ
り廃炉作業に携わって頂き、ありがとうございます。
企業協議会では少しでも皆様のお役に立てるように
頑張りたいと思いますので、宜しくお願いします。
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次回(１７回)の企業訪問の訪問先は現在調整中です。

今回前田建設工業さんを訪問した際のスナップ写真です。
鈴江所長、高橋副所長様より現場作業の取組状況や安全
管理やコミュニケーション活動に加え、Ｊヴィレッジの
芝を剥がして駐車場にしたこと等について、お話を伺い
ました。海側遮水壁設置工事、排水路新設工事の実施竣
工やタンク基礎設置工事、土捨て場北側土地造成工事等
現在も現場の作業を実施して頂いております。
今後も廃炉作業へのご協力をよろしくお願いします。
お忙しいところご対応頂きありがとうございました。

作業所安全標語表彰

西側排水路新設工事

コミュニケーション活動他

K4タンク基礎工期短縮による表彰 海側遮水壁設置工事

土捨場北側土地造成工事

1Ｆ企業対抗駅伝大会（第9位） 吞みにゅケーション

福一の安定化・廃炉作業へ向けた取り組み状況

鈴江統括所⾧から一言  当社は震災直後から、福島第一原子力発電所や J ヴィレッジで種々の工事、業務に携わってきま

した｡私自身、震災直後の 3 月 22 日より J ヴィレッジでの工事、その 1 年後からかれこれ 7 年近く

勤務していますが、震災直後の状況から比較すると格段に落ち着いた現状を、肌身をもって感じる

昨今です｡これからは福島第一でもいかに効率的にそして無事故で進めていくかが求められて来る

かと思います｡今後とも東電様のご指導の下、当社職員、協力会社一丸となって工事を進めて参り

ますので、どうぞよろしくお願い申し上げます｡ 


